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破堤の進行過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－３ 

図　　　　　破堤箇所の変状メカニズム　（　五十嵐川　）

②②②②断面断面断面断面

①　降雨浸透によって裏の
　り尻部の飽和度が高くな
　る。

降雨

新堤

旧堤

砂礫

粘性土

河川水位
高飽和度

アスファルト舗装

②　河川水位が上昇し、越
　流し始める。

　　堤内地では噴砂、噴
　　水が生じた可能性が
　　ある。
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③　越流水深が深くなり、
　越流水が強度の低くなっ
　た裏のり尻を洗掘する。

　　前後の堤防高よりも
　　低かったため、越流
　　水深が深くなり、裏
　　のり面に作用するせ
　　ん断力が大きくなっ　
　　た。

　　

降雨

④　裏のり尻の洗掘がさ
　らに進む。また越流によ
　る侵食過程の中で裏のり
　肩も崩落する。

　　裏のり面は植生が乏
　　しく、侵食されやす
　　い状況にあった。

⑤　堤防天端が崩壊流出し
　て堤体侵食が進行し、破
　堤する。

⑥　堤体流出後も高水敷と
　堤内地の比高差により、
　堤体直下も洗掘される。
　　堤体に含まれる敷石や
　基礎地盤の砂礫は破堤部
　の落掘、堤内地に散乱す
　る。


